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ジャワ中部地震の被害に遭った、陶器の店にて

畑
わ
き
の
道
か
ら
奥
へ
突
き
進
む
と
、
熱
帯
樹

木
や
竹
が
勢
い
よ
く
茂
る
、
緑
に
囲
ま
れ
た
の
ど

か
な
村
が
あ
っ
た
。
レ
ン
ガ
造
り
の
家
屋
が
ゆ
っ

た
り
と
し
た
間
隔
で
建
ち
並
ぶ
。
だ
が
、
そ
こ
に

は
驚
く
べ
き
光
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
壁
の
レ
ン

ガ
が
至
る
所
で
バ
ラ
バ
ラ
に
崩
れ
、
家
屋
の
多
く

が
激
し
く
倒
壊
し
て
い
た
の
だ
。

今
年
五
月
末
、
ジ
ャ
ワ
島
を
震
源
に
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
六
・
三
の
地
震
が
発
生
し
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
被
災
地
。
市
内
か
ら
車
で
三
○
分
程

行
っ
た
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
で
民
宿
を
営

む
三
○
代
男
性
ア
ン
ト
ン
さ
ん
の
自
宅
へ
。
バ
ン

ト
ゥ
ル
県
ム
リ
ア
ン
村
を
訪
ね
た
。

伝
統
的
な
ジ
ャ
ワ
建
築
様
式
の
三
角
屋
根
の
建

物
が
骨
組
み
の
一
部
を
失
っ
て
崩
れ
て
い
る
。
普

段
か
ら
言
葉
数
の
少
な
い
ア
ン
ト
ン
さ
ん
が
、
こ

う
沈
黙
を
破
っ
た
。

「
庭
の
池
に
観
賞
用
の
魚
を
多
数
飼
っ
て
い
ま

し
た
が
、
地
震
後
、
近
所
の
人
々
が
そ
の
魚
を
す

く
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
仕
方
が
な
い
で
す
」。

地
震
発
生
の
直
後
、
被
害
に
遭
っ
た
自
宅
へ
は

戻
ら
ず
、
民
宿
で
寝
起
き
し
て
い
た
ア
ン
ト
ン
さ

ん
。
ど
う
や
ら
事
態
を
把
握
し
た
当
時
に
記
憶
を

逆
戻
り
さ
せ
た
様
子
だ
。
村
は
、
地
震
発
生
か
ら

一
週
間
、
食
糧
の
入
手
が
困
難
な
サ
バ
イ
バ
ル
な

時
期
を
む
か
え
た
と
教
え
て
く
れ
た
。

と
は
い
え
、
地
震
発
生
か
ら
二
週
間
弱
の
頃
に

は
、
町
へ
出
れ
ば
商
店
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
。

被
災
者
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
買
い
控
え
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
だ
。

「
必
要
な
の
は
ま
ず
食
料
品
。
そ
し
て
雨
季
が
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来
る
前
に
テ
ン
ト
、
物
を
入
れ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
や

毛
布
、
せ
っ
け
ん
、
調
理
に
使
う
コ
ン
ロ
と
フ
ラ

イ
パ
ン
が
欲
し
い
で
す
」。

大
学
で
経
済
学
を
学
ぶ
女
学
生
ス
ン
ダ
リ
さ
ん

（
二
○
歳
）
は
、
地
震
で
ケ
ガ
を
負
っ
た
母
に
代

わ
り
家
事
を
引
き
継
い
で
い
た
。
ま
た
地
震
直
後

身
体
が
弱
っ
て
テ
ン
ト
の
中
で
寝
た
き
り
に
な
っ

た
お
祖
母
さ
ん
（
推
定
一
○
○
歳
）
の
面
倒
も
見

て
い
た
。
学
校
で
の
授
業
以
外
、
家
事
に
追
わ
れ

る
日
々
を
過
ご
す
毎
日
だ
。

「
井
戸
水
を
沸
か
し
て
飲
ん
で
い
ま
す
。
毎
度

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
も
辛
い
」。

妻
と
二
人
暮
ら
し
の
男
性
、
デ
ジ
ョ
ウ
ィ
ヨ
ノ

さ
ん
（
七
七
歳
）
も
ま
た
悲
鳴
の
声
を
上
げ
た
。

村
人
は
皆
、
日
二
度
の
食
事
を
村
に
設
け
ら
れ
た

災
害
時
連
絡
所
「
ポ
ス
コ
」
か
ら
の
支
給
に
頼
っ

て
い
た
。
被
災
者
自
ら
に
よ
る
炊
き
出
し
メ
ニ
ュ

ー
や
支
給
さ
れ
た
食
糧
と
い
え
ば
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
だ
っ
た
。
ラ
ー
メ
ン
は
持
ち
運
び
や

す
く
、
多
数
の
被
災
者
へ
の
配
給
が
可
能
だ
っ
た
。

だ
が
ベ
ス
ト
な
選
択
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
か
つ
て
、
地
震
に
よ
る
被
災
地
を
幾
つ
か

訪
れ
て
い
る
。
発
生
か
ら
二
週
間
後
に
は
、
政
府

の
要
請
を
受
け
た
国
連
な
ど
支
援
団
体
が
中
枢
的

な
機
能
を
果
た
し
、
テ
ン
ト
や
食
糧
の
配
給
を
行

い
、
被
災
家
庭
に
行
き
届
く
と
い
う
ケ
ー
ス
を
見

守
っ
た
。
パ
ン
を
主
食
と
す
る
国
で
は
小
麦
や
油
、

砂
糖
な
ど
が
配
給
さ
れ
る
。

こ
の
ジ
ャ
ワ
中
部
地
震
で
は
、
支
援
物
資
が
必

ず
し
も
被
災
家
庭
へ
均
等
に
行
き
届
い
て
い
な
い

よ
う
だ
。
他
の
被
災
地
域
も
多
数
訪
ね
た
が
、
食
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糧
に
限
ら
ず
物
資
の
支
援
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、

特
に
ロ
ー
カ
ル
の
団
体
か
ら
の
支
援
物
資
の
内
容

は
貧
弱
で
、
最
低
限
度
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
被

災
者
が
多
数
存
在
す
る
。

地
震
発
生
か
ら
約
三
週
間
後
に
な
っ
て
よ
う
や

く
、
地
方
政
府
か
ら
、
被
災
家
族
に
一
カ
月
あ
た

り
米
一
○
キ
ロ
と
一
人
あ
た
り
の
義
援
金
九
万
ル

ピ
ア
（
約
一
一
○
○
円
）
が
支
給
さ
れ
た
。
が
、

こ
の
支
給
額
は
決
し
て
十
分
で
は
な
く
、
し
か
も

期
間
は
僅
か
三
カ
月
間
の
み
。
働
き
手
の
男
性
を

失
っ
た
、
病
人
を
抱
え
る
家
庭
で
は
、
生
活
の
厳

し
さ
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
頃
、
ム
リ
ア
ン
村
で
は
午
前
中
、
村
の
男

性
た
ち
が
、
近
所
数
軒
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
各

家
々
の
瓦
礫
の
撤
去
を
行
っ
て
い
た
。
被
災
者
が

自
ら
、
崩
れ
か
け
た
家
に
よ
じ
登
り
ハ
ン
マ
ー
で

叩
い
た
。
村
の
周
辺
に
自
生
す
る
竹
を
切
っ
た
だ

け
の
長
い
竹
棒
で
、
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
を
満
身

の
力
を
込
め
て
突
き
壊
す
、
勇
ま
し
い
男
性
の
姿

も
あ
っ
た
。
作
業
車
を
必
要
と
し
な
い
理
由
は
建

物
が
極
度
に
脆
弱
に
造
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
建
築
基
準
で
は
、
耐
震
強
化

の
た
め
に
レ
ン
ガ
構
造
の
建
物
に
は
あ
る
間
隔
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
層
の
補
強
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
層
が
な
い
家
屋
す
ら
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
建
物
は
全
壊
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

多
い
。
極
度
に
揺
れ
に
弱
い
の
だ
。

し
か
も
レ
ン
ガ
を
接
着
さ
せ
る
た
め
の
モ
ル
タ

ル
部
分
に
セ
メ
ン
ト
の
な
い
も
の
、
量
の
少
な
い

も
の
さ
え
見
か
け
た
。
手
を
触
れ
て
み
る
と
、
ク

ッ
キ
ー
の
ご
と
く
ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ
て
し
ま
う
。

日没後の、バントゥル県ムリアン村にて
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さ
ら
に
地
中
に
築
く
地
盤
に
高
さ
が
な
い
も
の
も

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
構
造
は
、
建
築
技
術

の
不
足
に
加
え
、
経
済
事
情
か
ら
と
言
わ
れ
て
い

る
。
地
震
が
起
こ
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
い
現
状

は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
。

「
他
の
村
に
住
む
妻
の
妹
は
家
屋
の
下
敷
き
に

な
り
死
亡
し
ま
し
た
」。

瓦
礫
撤
去
の
た
め
、
炎
天
下
で
働
い
て
い
た
前

述
の
男
性
デ
ジ
ョ
ウ
ィ
ヨ
ノ
さ
ん
は
悲
し
げ
に
そ

う
語
っ
た
。

住
宅
再
建
へ
の
道
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
に
よ
る
一
般
家
庭
へ
の
再
建
資
金
の
援
助
は

ま
だ
先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
地
元
の

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

近
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
災
害
が
短
い
周
期

で
頻
発
し
て
い
る
。
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
お
よ
び

津
波
（
二
○
○
四
年
一
二
月
末
）、
ニ
ア
ス
島
大

地
震
（
二
○
○
五
年
三
月
）、
ジ
ャ
ワ
中
部
地
震

（
二
○
○
六
年
五
月
）、
ジ
ャ
ワ
島
南
岸
津
波

（
二
○
○
六
年
七
月
）。
国
際
社
会
に
支
援
疲
れ

が
あ
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
も
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
割
合
も
関
心
度
の
高
い
ニ
ュ
ー
ス
に
押
さ
れ

て
少
な
い
。

早
く
も
見
放
さ
れ
た
様
相
を
漂
わ
せ
て
い
た
被

災
地
。
被
災
者
は
地
震
発
生
か
ら
時
が
経
つ
に
つ

れ
、
将
来
へ
の
不
安
感
か
ら
ス
ト
レ
ス
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
…
。

 

（
い
ま
お
か　

ま
さ
こ
／
写
真
家
）

瓦礫の撤去作業は高度な作業機器が使われず、また素手で行われるケー
スが少なくはない

被災者が自ら、被災に遭った自宅を取り壊していた

被害を受けた家から家具を運ぶ村人たち


